
日本でのガイドラインでは３か月から対策が必要の様です。 
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ステロイドによる骨粗鬆症では海綿体の微細変化が起こるようです。 
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原発性の骨粗鬆症と比較してステロイドによる骨粗鬆症は微細構造に変化が起こり 
骨密度の測定に以上が出る前から骨折の危険があるようです 
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低用量でも骨折のリスクはあるようです。 
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2004年と比較しても今回の日本のガイドラインもアメリカのACRのも 
かなり厳格になっています。 
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以前の雑誌の抜粋ですが要点を纏めてありますので同時にけいさいいたしました。 
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参考文献は 
１）Medical Practice vol.27 no.6 2010 
２）medical tribune 2014/04/22 
 その他です。 
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